
■
九
州
北
部
豪
雨
の
概
要

　

今
年
7
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
本

州
付
近
に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
に
南
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
九
州
北
部
を
中

心
に
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
雨
」と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
豪
雨
と
な
り
ま

し
た
。

　

熊
本
県
阿
蘇
市
の
阿あ
そ
お
と
ひ
め

蘇
乙
姫
で
は
、
7
月

11
日
0
時
か
ら
14
日
24
時
ま
で
に
観
測
さ
れ

た
1
時
間
の
最
大
降
水
量
が
1
0
8
.
0
ミ

リ
、
24
時
間
の
最
大
降
水
量
が
5
0
7
.
5 

ミ
リ
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
観
測
史
上
1
位
の

値
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
豪
雨
で

は
、
1
時
間
の
最
大
降
水
量
で
7
地
点
、
24

時
間
の
最
大
降
水
量
で
8
地
点
が
、
降
水
量

の
観
測
史
上
1
位
の
値
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

（
10
年
以
上
降
水
量
を
観
測
し
て
い
る
地
点　

気
象
庁
調
べ
）

　

こ
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
河
川
の
は
ん

濫
や
土
石
流
が
発
生
。
熊
本
県
、
大
分
県
、

福
岡
県
で
死
者 

30
人
、
行
方
不
明
者
２
人
と

い
う
多
大
な
人
的
被
害
の
ほ
か
家
屋
の
損
壊

や
停
電
被
害
、
交
通
障
害
等
が
発
生
し
ま
し

た
。（
平
成
24
年
８
月
10
日
現
在　

消
防
庁

調
べ
）

　

平
成
19
年
度
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル（
I
P
C
C
）第
4
次
評
価
報
告
書

で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
集
中

豪
雨
等
の
大
雨
の
発
生
す
る
頻
度
が
増
加
し

た
り
、
熱
帯
低
気
圧
の
強
度
が
高
ま
る
と
の

報
告
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
、
近
年
、
局
地
的
な
集
中

豪
雨
の
発
生
回
数
が
増
加
し
、
１
時
間
あ
た

り
の
降
水
量
が
80
ミ
リ
以
上
と
な
る
豪
雨
の

発
生
回
数
は
、1
9
7
6
年
か
ら
の
10
年
間

で
は
、
年
平
均
が
1
0
.
7
回
だ
っ
た
も
の

が
、1
9
9
8
年
か
ら
の
10
年
で
は
年
平
均

1
7
.
0
回
と
、
お
よ
そ
1
.
7
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
24
時
間
・
72
時
間
の
降
水

量
の
記
録
が
2
0
0
0
年
以
降
、
相
次
い
で
更

新
さ
れ
る
な
ど
、
集
中
豪
雨
が
長
時
間
化
す

る
傾
向
に
あ
り
、
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
阿
蘇
地
域
で
発
生
し
た

　
山
地
災
害
の
状
況

　

今
回
、
山
地
災
害
が
集
中
し
た
の
は
、
阿

蘇
地
域
の
カ
ル
デ
ラ（
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て

九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

今
年
7
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
活
発

な
梅
雨
前
線
の
た
め
九
州
北
部
で
記
録
的
豪
雨

が
発
生
し
ま
し
た
。「
平
成
24
年
7
月
九
州
北

部
豪
雨
」と
命
名
さ
れ
た
こ
の
豪
雨
で
は
、
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等

に
も
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
豪
雨
に
よ
る
山
地
災
害
の

発
生
状
況
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

special
edition 特集

福岡市八女市星野村
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special
edition 特集 九州北部豪雨災害への対応について

で
き
た
大
き
な
凹
地
内
）の
斜
面
で
し
た
。
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
は
、
今
か
ら
約
27
万
年
～
9
万

年
前
に
か
け
て
発
生
し
た
大
規
模
な
噴
火
活

動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
盆
地
で
、
そ
の
斜
面

の
表
層
は
粘
土
質
の
ロ
ー
ム
層（
黄
褐
色
ロ
ー

ム
層
）の
上
に
厚
い
火
山
灰
の
層（
黒
色
火
山

灰
層
）が
堆
積
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

九
州
北
部
豪
雨
で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊

は
、
透
水
性
の
高
い
黒
色
火
山
灰
層
と
透
水

性
の
低
い
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
の
境
界
付
近
で

発
生
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

こ
の
火
山
性
の
二
つ
の
地
層
の
違
い
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
か
ら
地
下
水
位
が
浅
け
れ

ば
、
植
物
の
特
性
と
し
て
、
樹
木
の
根
系
が

深
く
ま
で
は
成
長
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
阿
蘇
地
域
は
特
に
湧
き
水
が

多
く
、
水
の
豊
か
な
地
域
と
も
言
わ
れ
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
時
か
ら
地

下
水
位
が
浅
い
場
所
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
よ
う
な
場
所
で
は
根
系
は
浅
く
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
根
系
の
発
達
の
違

い
が
一
つ
の
原
因
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
根
系
の
違
い
は
針
葉
樹

か
広
葉
樹
か
で
は
な
く
、
樹
種
や
そ
の
場
所

の
土
壌
の
違
い
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
樹

種
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
針
葉
樹
で
も
ス
ギ
や

ク
ロ
マ
ツ
は
深
根
性
、
広
葉
樹
で
も
ブ
ナ
や

カ
バ
は
浅
根
性
な
ど
と
異
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
針
葉
樹
の
人
工
林
だ
か
ら
自
然
災
害
に

対
し
て
特
別
に
弱
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

黒色
火山灰層

黄褐色
ローム層

岩盤

1 2 3 4

短時間に大量の雨がもたらされると、透水性の違いから黒色火山灰層中に
一時的な地下水帯が形成される。地下水帯では土の隙間が水で飽和されるため、
斜面上の土層の重量が増加し、また土粒子間の摩擦力も小さくなる。

通常の降雨の際、雨水は土壌中に浸透。 黒色火山灰層が不安定となり崩壊が発生する。

九州北部豪雨発生時の阿蘇地域の状況
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
災
害
の
要

因
と
し
て
は
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

森
林
の
保
水
能
力
を
超
え
た
降
雨
量
に
加
え
、

阿
蘇
地
域
特
有
の
地
質
構
造
の
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
間
伐
等
の
必
要
な
手

午前２時頃  道路冠水や河川の増水

午前3時～4時頃  「家が流されそう」といった連絡が入るなど緊迫

午前５時頃  集落に土砂崩れの第一報

午前５時台  「土砂で家が全壊」など被害を伝える連絡が相次ぐ

午前６時以降  「住民が生き埋め」といった通報や救助を求める電話が殺到

　阿蘇乙姫の7月の平
均降水量は570ミリ。
九州北部豪雨では1ヶ
月分に相当する雨が数
時間で降りました。
総雨量が300～400mm
程度となった5～6時
頃に山腹崩壊が発生
しています。

7月12日に阿蘇市役所に寄せられた情報

（新聞報道（熊日新聞）による）

■阿蘇地域で発生した崩壊のメカニズム

入
れ
が
な
い
た
め
に
、
下
層
植
生
や
根
系
が

十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
森
林
で
は
、
森
林

が
本
来
も
っ
て
い
る
保
水
機
能
や
土
砂
崩
壊

防
備
機
能
が
期
待
ど
お
り
に
発
揮
で
き
な
い

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

林野 2012.119



阿蘇地域における
豪雨による山地災害

草地で発生した浅い崩壊は1か所あたりの流出土砂量は少
ないが、発生密度が高かったために土量が多くなり道路
が被災し寸断

阿蘇市一の宮町坂梨　箱石峠北側国道265号付近

地表を草が覆っている急斜面地で、深さ1ｍ程度の非常に
浅い崩壊が数多く発生

阿蘇市一の宮町宮
みやじ

地　阿蘇青年の家付近

人家裏の斜面で発生した地すべり性崩壊

阿蘇市三
み く ぼ

久保地区

斜面の下部で発生した崩壊

阿蘇市一の宮町手
て の

野地区

巨礫を含む土砂が土石流となって流下

南阿蘇村立
たてのあかせ

野赤瀬地区

上流からの土石流が広い範囲で堆積し、集落が被災

阿蘇市一の宮町坂
さかなしふくおか

梨福岡地区
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熊本県阿蘇市の事例

special
edition 特集 九州北部豪雨災害への対応について

■
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

本
年
も
、
梅
雨
前
線
や
台
風
に
起
因
す
る

豪
雨
な
ど
に
よ
り
山
地
災
害
が
頻
発
し
ま
し

た
。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
の
降
雨
・
融
雪
に
よ

る
崩
壊
地
の
拡
大
等
の
再
度
災
害
に
備
え
、

人
命
・
財
産
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る

箇
所
か
ら
早
急
に
災
害
復
旧
を
実
施
し
、
併

せ
て
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
、
間
伐
遅

れ
等
に
よ
り
森
林
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

森
林
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、
表
土
の
流

出
や
崩
壊
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
治
山
施
設
等
の
整
備

に
よ
る
減
災
効
果
を
踏
ま
え
て
、
特
に
保
全

を
図
る
上
で
重
要
な
土
砂
崩
壊
防
止
や
土
砂

流
出
防
止
な
ど
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
高
度
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
森
林

を
保
安
林
と
し
て
指
定
し
、
伐
採
を
規
制
す

る
な
ど
の
保
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
治
山
施
設
の
設
置
等
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
林
業
経
済
活
動
が

困
難
な
箇
所
に
お
い
て
は
複
層
林
や
針
広
混

交
林
に
誘
導
す
る
な
ど
、
健
全
で
多
様
な
森

林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
治
山
事
業
と
森
林
整
備
事
業

を
車
の
両
輪
と
し
て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、
よ
り「
安
全
性
の
向
上
」を
図
り
な
が

ら
、「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　平成24年7月の九州北部豪雨によって、熊本県阿蘇
市一の宮地区で土石流が発生しましたが、この土石流
による大転石や流木は、途中の治山堰堤によって一部
が捕捉され、下流域への被害が軽減されました。

■
こ
れ
ま
で
の
治
山
事
業
の
効
果

　

治
山
事
業
の
主
た
る
目
的
は
渓
間
の
浸
食

を
防
ぎ
山
腹
を
安
定
さ
せ
、
周
辺
森
林
の
保

全
を
図
る
こ
と
で
、
山
地
災
害
等
の
未
然
防

止
・
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。
今
回

の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害
発
生
地
域
に

お
い
て
も
、
治
山
堰え
ん
て
い堤
の
設
置
や
間
伐
等
の

手
入
れ
を
計
画
的
に
実
施
し
て
き
た
地
域
で

は
減
災
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
森
林
管
理
局
・
熊
本
森
林
管
理
署
が

昭
和
57
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
に
か
け
て
復

旧
・
整
備
を
行
っ
た
阿
蘇
地
区
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
に
よ
る
治
山
施
設
が
、
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
土
石
や
流
木
を
捕
捉
し
、
崩
壊

の
拡
大
を
防
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
事
業
区
域

の
下
流
域
で
は
大
き
な
被
害
は
免
れ
ま
し
た
。生長した森林によって土砂が停止（南阿蘇村立野赤瀬地区）

治山ダムによる土石等の捕捉状況
（熊本県阿蘇市一の宮地区）

林野 2012.1111


